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（億円）� 02468101214161820

予 算 額　53億8,971万5千円�

収入済額　28億9,204万1千円�

　　　　　（収入率　53.7％）�

町民の皆さんから納めていただく町民�
税や固定資産税などです�

国税から町に譲与されます�

自動車取得税収入の町への交付分です�

地方消費税収入の町への交付分です�

特定の事業による受益者から納めてい�
ただきます�

施設の使用料や証明書の発行手数料な�
どです�

特定の事業に対して国から支出されま�
す�

特定の事業に対して県から支出されま�
す�

他の会計や基金から繰り入れます�

前年度の剰余金を今年度へ繰り越しま�
す�

社会資本などの整備のため国や金融機�
関などから借り入れます�

その他、諸収入などをまとめました�

町　　　税�

地方譲与税�
�
地方消費税�
交　付　金�
自動車取得�
税 交 付 金�

恒久減税による税収の減額などに応じ�
て国から交付されます�

地 方 特 例�
交　付　金�

市町村の行政水準に応じて国から交付�
されます�地方交付税�

使用料および�
手　数　料�

分担金および�
負　担　金�

国庫支出金�

県 支 出 金�

繰　入　金�

繰　越　金�

町　　　債�
�
そ　の　他�

  1億 984万 1千円�
  3,292万 3千円 （30.0%） �
  
 1億 3,090万 円�
  8,194万 3千円 （62.6%） �
  
  5,986万 5千円�
  1,799万 2千円 （30.1%） �
  
  1,447万 9千円�
  1,447万 9千円 （100.0%） �
  
 9億 9,292万 5千円�
 6億 6,727万 1千円 （67.2%） �
  
 1億 3,914万 円�
  5,440万 1千円 （39.1%） �
  
  3,327万 1千円�
  1,775万 9千円 （53.4%） �
   5億 1,319万 円�
  5,031万 5千円（9.8%） �
  
 3億 1,724万 円�
  5,511万 7千円 （17.4%） �
  

 2億 5,875万 3千円�
 2億 5,875万 3千円 （100.0%） �
  

  9,116万 4千円�
  2,625万 1千円 （28.8%） �
  

 5億 3,810万 円�
  1,700万 円 （3.2%） �
  

 2億 1,688万 3千円�
 4億 円   （184.4%） �
  

 19億 7,396万 4千円　 　　　　　�
 11億 9,783万 7千円 （60.7%） �
  

学校給食事業�

公共下水道事業�

国 民 健 康 �
保 険 事 業 �

農 業 集 落 �
排 水 事 業 �

住宅新築資金等�
貸 付 事 業�

老人保健事業�

介護保険事業�

予 算 額�

収入済額�

支出済額�

0 2 4�

�

6�

�

8�

�

10 12 14 1816

  9,663万 4千円�
  3,365万 5千円（34.8％）�
  3,453万 5千円（35.7％）�

 4億 9,572万 3千円�
  4,865万 8千円（  9.8％）�
 1億 6,359万 1千円（33.0％）�

 17億 488万 6千円�
 6億 5,552万 5千円 （38.4％）�
 7億 4,363万 2千円 （43.6％）�

 4億 4,018万 7千円�
  1,096万 8千円 （  2.5％）�
  4,821万 5千円 （11.0％）�

  1,080万 円�
  247万 1千円 （22.9％）�
   1千円 （  0.0％）�

 13億 7,837万 8千円�
 6億 4,242万 円  （46.6％）�
 5億 5,378万 2千円 （40.2％）�

 7億 7,686万 3千円�
 3億 234万 4千円 （38.9％）�
 2億 9,277万 9千円 （37.7％）�

（億円）�



３ 2007.12

議会の活動に使われます�

子どもやお年寄り、体の不自由な�
人のための施策に使われます�

一般管理経費、徴税費、戸籍事務�
費などに使われます�

健康を守るためやごみの処理など�
に使われます�

勤労者のための施策に使われます�

農林業の振興などに使われます�

商工業の発展、観光振興などに使�
われます�

借り入れたお金の返済に使われま�
す�

諸支出金および予備費をまとめま�
した�

消防防災活動に使われます�

道路、河川、公園などの土木事業�
に使われます�

小中学校や生涯学習活動などに使�
われます�

災害によって生じた被害の復旧の�
ために使われます�

議　会　費�

総　務　費�

民　生　費�

衛　生　費�

労　働　費�

農林水産業費�

商　工　費�

土　木　費�

消　防　費�

教　育　費�

災害復旧費�

公　債　費�

そ　の　他�

0 2 4 6 8 141210 （億円）�

  8,592万 2千円�
  4,006万 6千円 （46.6％）�

 8億 3,828万 9千円�
 2億 8,546万 7千円 （34.1％）�

 13億 747万 6千円  �
 4億 8,871万 9千円 （37.4％）�

  6億7,228万9千円�
  2億6,876万5千円（40.0％）�

  2,393万 2千円�
  1,055万 円 （44.1％）�

 2億 2,218万 4千円�
  6,094万 3千円 （27.4％）�

  3,040万 6千円�
  1,296万 3千円 （42.6％）�

 7億 3,287万 円�
  8,332万 6千円 （11.4％）�

 3億 384万 3千円�
 1億 3,244万 2千円 （43.6％）�

 8億 172万 2千円�
 2億 5,270万 9千円 （31.5％）�

  1万 5千円�
  　　 　0円 （0.0％）�

 3億 6,194万 6千円�
 1億 3,476万 3千円 （37.2％）�

  882万 1千円�
  　　 　0円 （0.0％）�

予 算 額　53億8,971万5千円�

支出済額　17億7,071万3千円�

　　　　　（支出率　32.9％）�

収益的収入�

収益的支出�

0 1 2 3 4（億円）� （億円）�

資本的収入�

資本的支出�

0 1 2 3 4 5 6 7

※予算額で収入が支出に対して不足する額は損益勘定留保資金などで�
　補てんする予定です。�

水道事業の営業活動による収入（水道料金・加入�
金など）と支出です。�

水道施設の拡張、整備などに使うお金と、その財源や借入金返済�
です。�

収益的収入・支出� 資本的収入・支出�

 3億 8,451万 5千円�
 1億 7,658万 1千円 （45.9％）�

 3億 3,890万 4千円�
  9,614万 1千円 （28.4％）�

予 算 額�
収入済額�

予 算 額�
支出済額�

予 算 額�
収入済額�

予 算 額�
支出済額�

 4億 9,614万 3千円�
  4,000万 円 （  8.1％）�

 6億 8,341万 9千円�
 1億 7,468万 6千円 （25.6％）�

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
４
月

に
総
額
52
億
３
０
０
万
円(

一
般

会
計)

の
予
算
で
、
今
年
度
の
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
よ
り
充
実
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
補
正

を
行
い
、
総
額
53
億
８,
９
７
１

万
５
千
円
の
予
算
規
模
に
な
り
ま

し
た
。

今
回
は
、
平
成
19
年
度
上
半
期

(

４
月
〜
９
月)

の
予
算
執
行
状
況

を
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

と
と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
に
対
す
る
執

行
状
況
は
、
収
入
済
額
が
28
億
９,

２
０
４
万
１
千
円
（
収
入
率
53
・

７
％
）
で
、
支
出
済
額
は
17
億
７,

０
７
１
万
３
千
円(

支
出
率
32
・

９
％)

で
す
。

支
出
率
が
収
入
率
と
比
べ
る
と

低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

年
度
の
途
中
で
建
設
事
業
な
ど
が

完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
事
業
費

な
ど
の
支
払
い
が
ま
だ
済
ん
で
い

な
い
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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平成17年１月１日時点で65歳以上で、合計所得金額が125万円以下であった人は、経過措置の廃止により、平成20年度
から税額について全額負担となります。

損害保険料控除が改組され、地震保険料控除が創設されました。
経過措置として、平成18年12月31日までに締結した長期損害保険契約については、従前の損害保険料控除が適用されます。

控除しきれなかった分は町県民税（所得割）から控除されます

控除内容

地震保険料契約に関する保険料の１／２

経過措置として、平成18年12月31日までに締結した長期損害保険料については従前の損害保険料控除が適用されます。

地震保険料と長期損害保険がある場合 → 地震保険料控除額と長期損害保険料控除額の合計
※地震保険料契約と長期損害保険料契約が、それぞれ別契約である必要があります。

平成11年から平成18年中に入居しており、所得税の住宅ローン控除を受けている人で、所得税から控除しきれなかった額が
ある場合などに、翌年度の町県民税（所得割）から控除できます。

平成20年３月17日まで 平成20年以降（平成20年度から平成28年度まで）、町県民税の住宅ローン控
除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。

※一つの契約に地震保険料契約と長期損害保険料契約が含まれている場合は、どちらか一方の控除を選択することになります。

25,000円

10,000円

25,000円

控除限度額

【老年者非課税措置の廃止の経過】

【地震保険料控除】 対象：住宅や家財などの生活用資産の地震保険料

平成17年度 非課税

平成19年度 税額の2／3課税 平成20年度～

平成18年度 税額の1／3課税

平成19年度町県民税（所得割）から還付されます
税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減は受けず、町県民税率の変更による税負担の増加の影響のみを
受ける人については、既に納付済の平成19年度分の町県民税額から、税源移譲により増額となった町県民税相当額を
還付します。

平成20年７月１日～31日まで
所得変動に伴う町県民税の還付を受けるためには申告が必要となります。

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける人

所得税の確定申告をしない人

所得税の確定申告をする人

源泉徴収票を添付して市区町村へ提出

所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

※住宅借入金等特別税額控除申告書の用紙は、平成20年1月に吉岡町役場財務課税務室窓口に準備できる予定です。

ご不明な点などありましたら、役場財務課税務室 54-3111（内線136）までご連絡をお願いします。

※平成19年中に亡くなられた方や海外へ転出されて平成20年1月1日現在国内に居住していない人には、この経過措置は適用されません。
※この経過措置の対象となる人は、住民税と所得税の人的控除（配偶者控除、扶養控除、基礎控除など）額の差の合計額が、平成20年度の住民税の合
計課税所得金額（課税長期譲渡所得等の金額がある場合は、これらの金額を合計した金額）以上になる人に限られます。したがって、寄付金控除額な
どの人的控除以外の控除額が増加したり、住宅ローン控除などによって所得税が課税されなくなった人には、この経過措置は適用されません。

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法

　平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年3月17日までに、平成20年1月1日現在お住まいの市区町
村に、「住宅借入金等特別税額控除申告書」に「源泉徴収票」の原本を添付し提出してください。また、金融機関から交付を受けた「住
宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書」の金額が必要になりますので、写しあるいは残高の金額を確認しておいてください。�

平成19年度分住民税を課税した平成19年1月1日現在お住まいの市区町村へ減額申告書を提出してください。他の市区町村から
課税になった人は申告先をお間違えにならないようにご注意ください。�

税額を全額課税税額を全額課税
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・対象となる全ての人は、国保、健保組合、共済組合などの健康保険か
ら抜けて、後期高齢者医療制度という独自の医療保険制度に加入する
ことになります。
・高齢者ご本人が被保険者となりますので、原則一人ひとりが保険料を
納めます。通常、年金から保険料が差し引かれます。

・75歳以上の人��
・65歳以上で一定の障がいのある人�

○平成18年６月…�
 �
 �
○平成19年２月…�
�
○平成19年11月…�

「高齢者の医療の確保に関する法律」が国会で議決され、平成20年４月から後期高齢者医療制�
度が開始されることが決定�
 �
県内全市町村が加入する群馬県後期高齢者医療広域連合の設立�
�
広域連合議会で保険料等に関する条例を議決�

群馬県後期高齢者医療広域連合�
〒371-0854　前橋市大渡町1－10－7（群馬県公社総合ビル６階）�

　（027）256・7171（保険料担当）　　（027）255・1312

役場健康福祉課保険室　　 54・3111（内線156）�

【これまでの経過など】�

【問合せ先】�

・誕生月の翌月から��
 （1日の人はその月から）�

・健康保険証と市町村の老人医療受給者証が交�
　付されています�

・国民健康保険では⇒世帯主が負担しています�
・会社の健康保険では⇒加入者本人が負担して�
　います�

・１割負担（現役並み所得者は３割）�

・各健康保険の被保険者が納めています�

・市町村�

現行の老人保健制度（平成20.３.31まで）�

対象者�
�

いつから�
�

保険証�
�

保険料の�
負　　担�
�

窓口の�
自己負担�
�

保険料の�
納　　付�
�

運営者�

※広域連合とは、県内全市町村により設立された特別地方公共団体です。�

・現行と同じで、変更ありません。�

・誕生日当日から��
（すでに75歳以上の人は20年４月から）�

・全員に後期高齢者医療制度の保険証を交付します�

・後期高齢者本人が保険料を負担します�

・現行と同じで、変更ありません�

・通常、年金（年額18万円以上）から天引きされます�
　※介護保険料と合わせた保険料額が年金額の２分�
　　の１を超える場合は、送付される納付書により�
　　納めていただきます�

・広域連合（市町村は、保険証の引渡し、書類の受付�
　などの窓口業務、保険料の徴収などを行います）�

後期高齢者医療制度（平成20.４.１から）�
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〜
文
化
活
動
の
表
彰
〜�

　
猛
暑
と
な
っ
た
今
年
の
夏
、
吉
中
生
は
文
化
活
動
で

も
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
の
群
馬
県
大
会
で
上
位

に
入
賞
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。�

深井 蓉子さん�
県教育長賞県教育長賞�県教育長賞�

　動物愛護ポスターで金賞というすば
らしい賞がもらえて、とてもうれしい
です。動物に対する思いを、絵を通じ
てわかってもらえたと思います。動物
は、人間にとってかかせない生き物だ
と思います。この気持を多くの人々に、
ポスターを見てわかってもらえればい
いと思います。�

　忙しい夏休みにコツコツ頑張った成
果が出てよかったです。まさか自分が
選ばれるとは思っていなかったのでと
てもうれしいです。�

　今年の５月、我が家にウサギがやっ
てきました。妹が大好きなそのウサギ
を抱いている場面を描きました。柔ら
かい毛や、妹の表情を描くのに苦労し
ましたが、納得のいく作品が仕上がっ
たのでよかったです。�

田邊 紗弓さん�
金賞金賞�金賞�

　「自分の力を試してみたい」これが
本心でした。兄が昨年頂いた群馬県最
優秀賞が取れるかどうか、自分の実力
を知りたかったのです。受賞の知らせ
を頂いた時には本当にうれしかったで
す。まだ、これから全国審査がありま
す。僕の作文がどこまで評価されるか
不安でいっぱいです。�

細矢 芽くん�
最優秀賞最優秀賞�最優秀賞�

　昨年、読売新聞社賞をいただいたと
き、今度は弟の芽の番だと思っていま
した。でもいろいろな人から書くこと
を勧められ、僕自身も書きたい内容が
あってもう一度がんばってみました。
今回の優秀賞受賞は前回の受賞と同じ
ぐらいうれしいです。でも一番うれし
かったのは、やはり弟が最優秀賞を取
ったことです。�

細矢 萌くん�
優秀賞優秀賞�優秀賞�

高橋 裕子さん�
審査員奨励賞審査員奨励賞�審査員奨励賞�

ひ ろ こ � よ う こ �

めぐむ� さ ゆ み �もゆる�

　今回の作品を応募した動機は、「手
術」という初めての体験を目の前にし
た自分の心境を記録しておきたかった
からです。�
　自分の素直な気持ちをそのまま表現
できたのは、今回が初めてだと思いま
す。実際、手術前に書いた作文をもう
一度読んでみて、手術後の今の自分の
気持ちと比べてみるのも面白そうだな
と感じます。�

加藤 千智さん�
優秀賞優秀賞�優秀賞�

　ぞうきんの汚れと部活動での体験を
結びつけて作文を書きました。完成ま
でに母からアドバイスをもらったりし
たので、受賞したことをとても嬉しく
思い、母に感謝したいです。これから
も様々な経験を通して、考えることを
続けていきたいです。�

吉澤 日芙美さん�
優秀賞優秀賞�優秀賞�

ち さ と �ひ　ふ　み�
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案

内

新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

成
人
式
典
の
ご
案
内

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
吉
岡
町
で
は
、
み

な
さ
ん
の
門
出
を
祝
し
て
「
平
成
19

年
度
吉
岡
町
成
人
式
典
」
を
開
催
し

ま
す
。

▼
期
日

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)
▼
時
間

午
前
10
時(

９
時
30
分
受
付)

▼
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
対
象

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
者

で
、
吉
岡
町
に
住
民
登
録
を
有
す
る

人
ま
た
は
、
吉
岡
中
学
校
を
卒
業
し

た
人
。

※
該
当
者
に
は
案
内
状
を
送
付
し
ま

し
た
。
ま
だ
、
案
内
状
が
届
い
て
い

な
い
人
は
お
手
数
で
す
が
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
式
典
は
成
人
者
以
外
の
人
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

町
で
は
、
住
宅
建
設
資
金
な
ど
の

融
資
を
受
け
て
、
平
成
19
年
中
に
町

内
に
自
己
用
の
専
用
住
宅
を
新
築
ま

た
は
購
入
し
た
給
与
所
得
者(

サ
ラ

リ
ー
マ
ン)

を
対
象
に
利
子
補
給
を

行
い
ま
す
。

対
象
金
額
は
融
資
額
の
３
０
０
万

円
ま
で
と
し
、
1.5
％
ま
で
の
利
子
補

給
額
を
限
度
に
返
済
を
始
め
て
か
ら

３
年
間
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
請
は
初
年
度
１
回
の
み
で

す
。

▼
申
請
方
法

申
請
書
に
次
の
書
類

を
添
え
て
役
場
産
業
建
設
課
産
業
振

興
室
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

給

付

１
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
住
宅
利
子
補
給

【
添
付
書
類
】

①
住
宅
新
築
調
書

②
建
物
平
面
図

③
請
負
契
約
書
の
写

④
建
築
主
事
の
確
認
通
知
書
の
写

⑤
平
成
19
年
分
源
泉
徴
収
票

⑥
住
民
票
抄
本(

申
請
時
、
町
外
に

住
所
を
有
し
て
い
る
人)

⑦
融
資
機
関(

銀
行
な
ど)

の
住
宅
建

設
資
金
の
融
資
で
あ
る
旨
の
証
明
書

※
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
①
と
⑦

の
用
紙
は
役
場
産
業
建
設
課
産
業
振

興
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

平
成
20
年
１
月
４
日

(

金)

〜
31
日(

木)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を

除
く
。

※
期
間
以
外
の
受
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
産
業
建
設
課
産
業
振
興
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
６
７
）

「
成
人
式
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」募
集

「
成
人
式
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」募
集

合
せ
を
し
ま
す
。

▼
対
象

町
内
に
在
住
の
小
学
５
年

生
〜
成
人
　
10
人

▼
内
容

受
付
、
司
会
、
会
場
案
内

▼
申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
（
学
生
の
場
合
に
は
学
校

名
と
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
送
付
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
、結
果
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

▼
申
込
期
限

12
月
13
日(
木)

必
着

▼
申
込
・
問
合
せ
先

吉
岡
町
教
育

委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
室

〒
３
７
０
‐
３
６
９
２

吉
岡
町
大
字
下
野
田
５
６
０

牲
54
・
３
１
１
１

▼
期
日(

成
人
式)

１
月
13
日(
日)

※
12
月
下
旬
と
成
人
式
前
日
に
、
打



８2007.12

納

税

ご
利
用
く
だ
さ
い

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す

１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
月
末
に
町

税
納
付
の
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

１
月
31
日(

木)

２
月
29
日(

金)

３
月
31
日(

月)
財
務
課
税
務
室
の
納
税
窓
口
を
午

後
８
時
30
分
ま
で
延
長
し
て
開
い
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
税
は
自
主
納
付
が
原
則
で
す
の

で
、
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
納
税
の
時
間
が
取
れ
な
い

人
は
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
総
社
吉

岡
支
店
（
フ
ォ
リ
オ
吉
岡
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
）
で
平
日
お
よ
び

土
・
日
・
祝
日
も
午
後
７
時
ま
で
納

税
で
き
ま
す
の
で
、
送
付
し
て
あ
る

納
入
通
知
書
を
持
参
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ま
に
は
、
納
税
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族

の
病
気
、
事
業
の
廃
止
や
休
止
な
ど

の
事
情
に
よ
り
、
町
税
の
納
付
が
困

難
な
人
に
つ
い
て
は
、
税
務
室
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
財
務
課
税
務
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
３
５)

「
工
業
統
計
調
査
」
が
、
平
成
19

年
12
月
31
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
１
年
間

の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷

額
、原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
・
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
中
高
等

学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

調
査
方
法
は
、
県
知
事
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
調
査
員
が
事
業
所
を
直
接
訪

問
し
て
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い

し
、
記
入
し
た
調
査
票
を
回
収
す
る

統

計

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査

調
査
員
調
査
で
す
。

皆
様
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使

用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
記
入
な
ど
で
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
政
策
課

政
策
室
ま
た
は
県
庁
統
計
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課
政
策
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
２
６
）

県
庁
総
務
部
統
計
課

経
済
産
業
グ
ル
ー
プ

牲
０
２
７
・
２
２
６
・
２
４
１
０

渋
川
県
税
事
務
所
で
は
、
次
の
と

お
り
日
曜
窓
口
・
夜
間
（
延
長
）
窓

口
を
開
き
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
年

末
窓
口
を
開
き
ま
す
の
で
、
納
税
や

納
税
相
談
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
曜
窓
口

12
月
16
日(

日)

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

▼
夜
間
窓
口

12
月
21
日(

金)
・
25

日(

火)

〜
28
日(

金)

午
後
７
時
30
分
ま
で

▼
年
末
窓
口

12
月
29
日(

土)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

町
で
は
今
年
度
実
施
し
た
50
項

目
の
水
質
検
査
の
結
果
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
上
下
水
道
課
上

水
道
室
で
も
閲
覧
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
上
下
水
道
課
上
水
道
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
５
０
３)
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表

彰

明
治
用
水
土
地
改
良
区

防
衛
大
臣
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

平
成
19
年
度
の
自
衛
隊
記
念
日
を

迎
え
る
に
際
し
、
去
る
10
月
27
日
に

東
京
都
市
ヶ
谷
の
「
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
」
に
お
い
て
、
明
治
用
水
土

地
改
良
区
に
日
頃
の
支
援
と
協
力
に

対
し
、
防
衛
大
臣
よ
り
、
感
謝
状
贈

呈
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈

式
に
は
理
事
長
で
あ
る
山
浦
重
雄
さ

ん
と
副
理
事
長
の
武
藤
勝
さ
ん
が
代

表
で
出
席
し
、
福
田
首
相
や
石
破
防

衛
大
臣
と
歓
談
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
日
に
は
朝
霞
訓
練
場
に

お
い
て
観
閲
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

申

請

１
月
４
日
〜
18
日
ま
で

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
慰
労
金

町
で
は
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の

障
害
の
た
め
、
日
常
生
活
に
著
し
く

支
障
の
あ
る
在
宅
の
老
人
な
ど
を
介

護
す
る
人
に
、
介
護
慰
労
金
を
申
請

に
よ
り
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者
の
要
件

毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
①
〜
④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
在
宅
ね
た
き
り
老
人
な
ど

を
居
宅
に
お
い
て
、
１
年
以
上
継
続

し
て
介
護
し
て
い
る
人
に
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
し
て

い
る
人
が
２
人
以
上
い
る
場
合
は
主

と
し
て
介
護
し
た
人
が
対
象
で
す
。

①
基
準
日
現
在
に
お
い
て
町
内
に
１

年
以
上
住
所
を
有
し
、
満
65
歳
以
上

で
あ
る
こ
と

②
介
護
度
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
、
ま
た
は
在
宅
ね
た
き
り
の

人③
施
設
入
所
者
で
な
い
こ
と
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保
健

施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
・
ケ

ア
ハ
ウ
ス
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
有

料
老
人
ホ
ー
ム
を
含
む
）

④
短
期
入
所
の
利
用
や
入
院
な
ど
の

場
合
は
、
在
宅
生
活
を
離
れ
た
期
間

が
１
０
０
日
を
超
え
な
い
こ
と

▼
支
給
申
請
期
間

平
成
20
年
１
月

４
日(

金)

〜
１
月
18
日(

金)

※
申
請
用
紙
は
役
場
健
康
福
祉
課
福

祉
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
支
給
決
定

町
で
定
め
た
基
準
に

よ
り
調
査
し
、
後
日
通
知
い
た
し
ま

す
。

▼
提
出
・
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室
　
　
　

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
５
１)

表

彰

平
成
20
年
春

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰

平
成
20
年
春(

４
月)

の
優
良
自
動

車
運
転
者
表
彰
の
受
付
け
を
行
い
ま

す
。

▼
表
彰
基
準

【
銅
章
】
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
の
人

【
銀
章
】
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
で
銅
章
を
受
章
し
て
い
る
人

【
金
章
】
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
で
銀
章
を
受
章
し
て
い
る
人

【
金
冠
銀
章
】
20
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
で
金
章
を
受
章
し
て
い
る
人

【
金
冠
金
章
】
30
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
で
金
冠
銀
章
を
受
章
し
て
い

る
人

▼
対
象
者

渋
川
交
通
安
全
協
会
の

会
員
で
表
彰
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人

▼
申
込
期
間

【
役
場
受
付
】
12
月
３
日(

月)

〜
27

日(

木)

【
渋
川
交
通
安
全
協
会
受
付
】
12
月

３
日(

月)

〜
平
成
20
年
１
月
16
日

(

水)▼
必
要
書
類

印
鑑
、運
転
免
許
証
、

交
通
安
全
協
会
会
員
証
、
無
事
故
無

違
反
証
明
書
発
行
手
数
料
７
０
０
円

※
交
通
安
全
協
会
で
申
込
む
場
合

は
、
無
事
故
無
違
反
証
明
を
各
自
で

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生
活
環
境
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
４
４)

山
浦
重
雄
さ
ん

▲
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い
る
と
き

⑥
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と

き
（
た
だ
し
父
が
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
と
き
は
除
く
）

⑦
母
の
配
偶
者
（
事
実
上
の
婚
姻
関

係
も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と

き
（
た
だ
し
配
偶
者
が
重
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
と
き
は
除
く
）

⑧
児
童
の
父
も
し
く
は
母
の
死
亡
に

つ
い
て
、
労
働
基
準
法
な
ど
の
規
定

に
よ
り
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
理
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
６

年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き

【
母
ま
た
は
養
育
者
関
係
】

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と

き②
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
公
的
年
金

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
所
得
が
限
度
額
を
超
え
る
と
き

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
や

身
体
に
障
害
の
あ
る
満
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
（
主
に
所
得
の
多
い
人
）
ま
た
は

父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
額
（
月
額
）

障
害
１
級
…
５
０,
７
５
０
円

障
害
２
級
…
３
３,
８
０
０
円

▼
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

【
児
童
関
係
】

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と

き②
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
福
祉
施

設
な
ど
（
通
所
施
設
を
除
く
）
に
入

所
し
て
い
る
と
き

【
父
ま
た
は
母
も
し
く
は
養
育
者
関

係
】

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と

き②
所
得
が
限
度
額
を
超
え
る
と
き

▼
申
請
・
問
合
せ
先
　

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

児

童

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
①
か
ら

⑧
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
、
父
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い

児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
）
を
養
育
し
て
い
る
母
親
や
母
に

か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
児
童
が
心
身
に
一
定
の
基

準
以
上
の
障
害
を
も
っ
て
い
る
と
き

は
、
満
20
歳
未
満
ま
で
手
当
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

⑧
父
、
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

（
孤
児
な
ど
）

▼
支
給
額
（
児
童
１
人
の
場
合
の
月

額
）

全
部
支
給
…
４
１,
７
２
０
円

一
部
支
給
…
４
１,
７
１
０
円
〜
９,

８
５
０
円
（
所
得
に
応
じ
て
）

▼
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

【
児
童
関
係
】

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と

き②
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支

給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
き

③
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付

額
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と

き④
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

⑤
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
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国
民
年
金
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。）

営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
土
・
日
や
夜

間
で
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
平
日
の
昼
間
で
は
仕

事
な
ど
で
忙
し
い
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
　

・
セ
ー
ブ
オ
ン
　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
　

・
ロ
ー
ソ
ン
　

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
　

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
　

年

金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

コ
ン
ビ
ニ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

・am
/p
m

・
サ
ー
ク
ル
Ｋ
　

・
サ
ン
ク
ス
　
・
コ
コ
ス
ト
ア
　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
　

・
ス
リ
ー
エ
フ
　

・
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

・
ポ
プ
ラ
　
・
タ
イ
ム
リ
ー

ま
た
、
Ｐ
ａ
ｙ
ー
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ

ジ
ー
）
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
納
付

書
を
使
用
す
る
と
、
金
融
機
関
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
ご
利
用
の
金
融
機

関
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

渋
川
社
会
保
険
事
務
所

牲
22
・
１
６
１
１

▼
期
間

12
月
11
日(

火)

〜
31
日(

月)

▼
運
動
の
重
点

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

〈
飲
酒
運
転
　
し
な
い
・
さ
せ
な

い
・
許
さ
な
い
〉

「
少
し
ぐ
ら
い

な
ら
」「
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
」
な
ど

の
安
易
な
気
持
ち
で
行
う
飲
酒
運
転

が
、
悲
惨
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
飲
酒
運
転
は
厳
禁
で
す
。

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止④
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
使
用
の
徹
底

今月の納税
固定資産税・・・・・４期
国民健康保険税・・・９期

介護保険料・・・・・９期

納期限　12月27日(木)

納期限　 １月 ４日(金)



地
域
の
行
事
や
珍
し
い
出
来
事
な
ど

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室
　
牲
54
・
３
１
１
１

町文化協会主催の第32回町民文化祭が、文化セ
ンターを主会場に開催されました。
様々な分野の舞台発表や作品展示が行われ、参

加者・来場者ともに文化の秋を満喫しました。
また、11月３日に行われた開催式では、長年に

わたって町の文化活動の普及・発展に貢献された
関口丑松さん（大久保）に文化協会奨励賞が授与
されました。

吉岡の文化を再発見

第32回町民文化祭

吉岡町更生保護女性会では、「社会を明るくする運
動」の一環として、毎年、吉岡中学校の卒業生に手作
りの記念品と、各クラスにシクラメンの鉢植を贈って
います。記念品作りは月に一度老人センターで行われ、
３月の卒業式までに約200人分を仕上げます。シクラ
メンの鉢植については、花を見ながら気持ちよく勉強
してもらおうということで、子ども達に手入れをして
もらいます。「犯罪や非行に関わることなく、これか
らも頑張ってほしいという思いを伝えるために、ひと
つひとつ心をこめて手作りで製作しています。」とい
う会長さんの言葉から、地域の人の温かさを感じるこ
とができました。

吉岡町更生保護女性会

犯罪や非行のない明るい社会を

▲芸能発表会

122007.12

▲作品展示

▲開催式

▲吉岡郷土かるた大会



文化センターホールにて、吉岡町戦没者追悼式がし
めやかに挙行されました。この日はご遺族や来賓など
約120人が参列。来賓による追悼の辞に続き、献花が
行われました。
先の戦争では334の尊い町民の命が失われました。

参列者は、悲惨な戦争を繰り返すことのないよう強く
誓い合いました。

334柱の英霊に平和を誓う

町戦没者追悼式

町消防団では、火災が発生しやすい季節を迎え
るにあたり、全分団が参加して八幡山グラウンド
で「秋季点検」を実施しました。
点検受験科目には、姿勢服装点検や機械器具点

検、小隊訓練などがあり、団長や分団長の号令の
もと、身の引き締まる訓練が行われました。

火災の多発期に備えて

吉岡町消防団秋季点検

町認定農業者連絡協議会と農業委員会では、町内の小学校
と連携して、５年生を対象に米作りの指導を行っています。
この指導は、子ども達に農業への関心や理解を深め、食べ物
の大切さを学んでもらうことを目的に始めたものです。
稲刈りのために田んぼにやってきた子ども達は、たわわに

実ったお米に大感激。鎌を使って一生懸命刈り取りました。
明治小学校では、今回刈り取ったお米を使って、宿泊体験学
習（富士見村・国立赤城青少年交流の家）で野外炊事を行い、
特別おいしいカレーができたようです。

小学生の米作り体験

いよいよ収穫

財団法人自治総合センターでは、宝くじの収益でコミュニティー助成事業を行
っています。この事業は、宝くじの普及広報やコミュニティーの健全な発展を図
ることを目的に、自治会などのコミュニティー事業へ助成を行っているものです。
これにより第10区溝祭獅子舞保存会では経年変化で傷んでいた獅子頭を補修し、
獅子舞の衣装を新調しました。そして11月３日に行われた町民文化祭の演舞で、
綺麗になった獅子頭と新調した衣装を初披露しました。

第10区溝祭獅子舞保存会

宝くじ収益により獅子頭の修繕および衣装を新調
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■教育委員会生涯学習室
54ー0044

ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優
　
勝

寺
上
チ
ー
ム
（
８
区
）

準
優
勝

川
東
チ
ー
ム
（
13
区
）

第
３
位

漆
原
南
チ
ー
ム（
12
区
）

敢
闘
賞

ひ
ま
わ
り
チ
ー
ム(

８
区
）

第
10
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

（
第
16
回
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

10
月
15
日
、
緑
地
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
２
６
４
名
が
、
秋
晴
れ
の

な
か
一
日
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

優
　
勝

落
合
け
さ
江
（
12
区
）

準
優
勝

須
賀
登
久
夫
（
13
区
）

第
３
位

渡
邊
ツ
ル
子
（
９
区
）

☆
今
大
会
で
66
個
の
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

第
13
回
町
民
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会10

月
21
日
、
町
民
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
緑
地
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優
　
勝

第
２
区

準
優
勝

第
11
区

第
３
位

第
４
区

第
27
回
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

10
月
12
日
、
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
緑
地
運
動
公
園
ゲ
ー
ト

渋
川
地
区
広
域
圏

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

11
月
３
日
、
渋
川
市
北
橘
中
学

校
体
育
館
で
、
第
35
回
渋
川
地
区

広
域
圏
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
か
ら

は
、
第
９
区
リ
ン
ド
９
と
第
11
区

竹
の
子
が
出
場
し
、
第
９
区
リ
ン

ド
９
が
昨
年
に
続
い
て
見
事
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、「
今
ま
で

の
試
合
の
中
で
、
一
番
集
中
し
て

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま

っ
て
、
優
勝
と
い
う
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

第
38
回
町
民
卓
球
大
会

▼
期
日

２
月
３
日
（
日
）

▼
時
間

午
前
９
時
開
会

▼
場
所

吉
岡
中
体
育
館

▼
対
象

町
内
在
住
者
（
小
学
生

以
上
）、
在
勤
者

▼
種
目

団
体
戦
・
個
人
戦

▼
申
込
方
法

１
月
23
日
（
水
）

ま
で
に
所
定
の
参
加
申
込
書
に
記

入
し
、
教
育
委
員
会
事
務
局
内
体

育
協
会
事
務
局
に
申
込
み
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員

会
事
務
局
内
体
育
協
会
事
務
局

54
・
０
０
４
４

第
13
回
町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
期
日

３
月
２
日
（
日
）

▼
時
間

午
前
９
時
開
会

▼
場
所

社
会
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象

町
内
在
住
者
（
た
だ
し

高
校
生
以
下
は
除
く
）

▼
種
目

女
子
の
部
・
混
合
の
部

▼
申
込
方
法

２
月
20
日
（
水
）

ま
で
に
所
定
の
参
加
申
込
書
に
記

入
し
、
教
育
委
員
会
事
務
局
内
体

育
協
会
事
務
局
に
申
込
み
。

▼
主
将
会
議

２
月
20
日
（
水
）

午
後
７
時
30
分
　
役
場
２
階
会
議

室▼
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員

▲

優
勝
　
第
２
区

▲

優
勝
　
寺
上
チ
ー
ム

▲入賞者の皆さん（敬称略）左から
落合けさ江　須賀登久夫　渡邊ツル子

第
９
区
リ
ン
ド
９
が 

２
連
覇�
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お知らせ

わらべの会の読み聞かせ

毎週土曜日　午後２時～　

パネルシアター
12月12日(水)
午前10時～／午前10時30分～
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一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

わ
た
し
の
味
野
菜
た
っ
ぷ
り

望
み
は
何
と
訊
か
れ
た
ら

心
中
抄

深
く
深
く
、
砂
に
埋
め
て

頼
山
陽
　
上
下

チ
ー
ム
ふ
た
り

わ
す
れ
ん
ぼ
う
の
ね
こ
モ
グ

魔
女
と
森
の
友
だ
ち

七
人
の
侍
　
　
　
　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

プ
ラ
ダ
を
着
た
悪
魔
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
　
　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

愛
の
讃
歌
　
　
　
　
（
Ｃ
Ｄ
）

ILove
You,

答
え
て
く
れ
（
Ｃ
Ｄ
）

15
歳
の
君
に
見
て
ほ
し
い
22
世
紀
の
未
来

卓
球
教
室

▼
期
日

１
月
23
日
（
水
）・
26

日
（
土
）

▼
会
場

吉
岡
中
学
校
体
育
館

▼
時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

30
分

▼
申
込
方
法

当
日
会
場
で
受
付

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務

局
内
体
協
事
務
局

54
・
０
０
４
４

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
講
習
会

▼
期
日

２
月
８
日
〜
29
日

（
毎
週
金
曜
日
）
全
４
回

▼
時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

▼
場
所

社
会
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象

町
内
在
住
者
（
年
齢
制

限
な
し
）

▼
申
込
方
法

当
日
会
場
で
受
付

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務

局
内
体
協
事
務
局

54
・
０
０
４
４

会
事
務
局
内
体
育
協
会
事
務
局

54
・
０
０
４
４

第
２
回
町
民
剣
道
教
室

▼
期
日

１
月
10
日
〜
３
月
27
日

（
毎
週
月
・
木
曜
日
）

▼
時
間

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

▼
会
場

社
会
体
育
館
剣
道
場

▼
対
象

原
則
、
町
内
在
住
の
小

学
生
〜
成
人

▼
内
容

礼
儀
作
法
お
よ
び
剣
道

の
基
本
動
作

▼
定
員

制
限
な
し

▼
参
加
費

無
料

▼
問
合
せ
先

体
協
剣
道
部
　
小
竹
照
明

54
・
２
３
５
１

第
２
回
剣
道
形
講
習
会

▼
期
日

平
成
20
年
１
月
〜
２
月

（
毎
週
月
・
木
・
土
曜
日
）

▼
時
間

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

▼
会
場

社
会
体
育
館
剣
道
場

▼
対
象

原
則
、１
級
〜
２
段
の
審

査
を
受
審
す
る
小
学
生
以
上
の
人
。

▼
定
員

制
限
な
し

▼
参
加
費

無
料

▼
問
合
せ
先

体
協
剣
道
部
　
小
竹
照
明

54
・
２
３
５
１

わらべの会（読み聞かせ）では会員を募集しています
＊詳しくは図書館まで連絡ください

ク
リ
ス
マ
ス
の
妖
精
ホ
リ
ー
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■教育委員会生涯学習室
54ー0044

▼
期
日

平
成
20
年
１
月
26
日

(

土)▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

10
分

▼
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
入
場
方
法

入
場
無
料(

先
着

５
０
８
人)

▼
内
容

①
園
児
・
児
童
・
生
徒
意
見
発
表
会

②
講
演
会

「
育
児
は
育
自
、
教
育
は
共
育
」

・
人
生
80
年
代
、
親
は
子
ど
も
を

「
一
丁
前
」
に
仕
上
げ
る
と
い
う
重

大
な
使
命
を
置
き
忘
れ
、「
い
つ
ま

で
も
親
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
」

を
求
め
て
い
な
い
か
。

・
子
ど
も
の
一
番
侵
害
さ
れ
て
い

る
権
利
は
「
ひ
と
り
立
ち
す
る
権

利
」
で
は
な
い
か
。

・
「
孝
行
を
し
た
い
と
き
に
は
親

は
な
し
」か
ら「
孝
行
を
し
た
く
な

い
と
き
親
が
い
る
」
時
代
へ
。

・
育
自
は
育
児
の
原
動
力

・
教
育
は
共
育
・
・
・
よ
き
親
と

は
、
よ
き
教
師
と
は
。

▼
執
筆
テ
ー
マ

「
人
権
」「
人

の
心
」
に
触
れ
て
思
い
の
ま
ま
に

▼
文
体

俳
句
、
短
歌
、
詩
、
散

文
、
論
説
な
ど

▼
字
数

専
用
原
稿
用
紙
２
枚
以

内(
１
３
０
０
字
以
内)

※
原
稿
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り
ま

す
（
一
般
原
稿
用
紙
で
も
可
）

▼
申
込
期
限

平
成
20
年
１
月
11
日(
金)

▼
提
出
・
問
合
せ
先

〒
３
７
０

―
３
６
９
２
　
吉
岡
町
下
野
田
５

６
０
　
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯

学
習
室

54
・
０
０
４
４

55
・
５
９
３
３

10
月
４
日
（
木
）
か
ら
18
日

（
木
）
の
全
３
回
に
わ
た
り
、
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
室
で
は
、
県

中
部
教
育
事
務
所
と
共
催
で
吉
岡

町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
住

民
主
体
の
地
域
づ
く
り
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
吉
岡
町
の
街
づ
く

り
に
大
変
関
心
の
あ
る
住
民
の
皆

さ
ん
33
名
。
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
に
は
、
高
崎
経
済

大
学
の
伊
藤
亜
都
子
准
教
授
と
ゼ

ミ
学
生
が
進
行
役
と
し
て
参
加

し
、
第
１
回
「
生
き
方
と
し
て
の

地
域
づ
く
り
・
仲
間
作
り
」、
第

２
回
「
わ
た
し
た
ち
の
街
を
見
つ

め
て
」、
第
３
回
「
こ
れ
か
ら
の

地
域
を
生
き
る
た
め
に
〜
わ
た
し

の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
〜
」
を
テ
ー
マ

に
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
で
は
、
参
加
者
自
身
が

い
く
つ
か
の
課
題
を
選
び
、
町
の

将
来
の
発
展
に
む
け
て
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
活
動
の
あ
り
方
な
ど
を

ま
と
め
ま
し
た
。

ー 平成19年度 ー�
　教育講演会／園児・児童・生徒意見発表会�
�

婦人問題・高齢化問題評論家
東京家政大学名誉教授

樋口恵子さん
講 師



吉
岡
町
食
生
活
改
善
推
進
員
（
若
草
会
）
は
、
第

５
保
育
園
年
長
児
と
そ
の
親
を
対
象
に
10
月
23
日
に

「
親
と
子
の
食
体
験
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は「
お
は
し
の
持
ち
方
」を
テ
ー
マ
に
正
し
い

お
箸
の
持
ち
方
と
そ
の
作
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
親
子
で
「
果
物
＆
野
菜
ク
レ
ー
プ
」
作

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
人
参
と
き
ゅ
う
り
を
巻
い
た

野
菜
ク
レ
ー
プ
が
美
味
し
い
と
園
児
に
人
気
で
し
た
。

『
こ
れ
な
ら
簡
単
で
野
菜

も
食
べ
て
く
れ
る
の
で
家

で
も
作
っ
て
み
た
い
。』と

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
簡
単

野
菜
ク
レ
ー
プ

を
ご
家
庭
で

ぜ
ひ
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
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内　容� 場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�内　容� 場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�

親子の�
ふれあい体操�

保健センター�  0歳～1歳6ヵ月未満児と保護者� 親子のふれあいを大切に、楽しみながら体操をします�
申込みは不要、都合の良いときに参加してください�

　 １月15日(火）�
　時間　午前10：00～11：00

バランスボールやゴムチューブを使った運動です�
申込みは不要、体を動かしたい人ぜひ参加してください�
　持ち物：バスタオル�

 ズバッと健康！！！�
体 操 教 室�

保健センター�  中高年の人�　 １月17日(木）・31日(木）�
　時間　午前10：30～11：30

乳 児 健 診� 保健センター� 母子手帳　記入済みのアンケート（すこやか手帳内）�
歯ブラシ（10～11ヵ月児）�

　平成19年2月、�
　　　　　　平成19年9月生まれ�

　 １月 ８日(火）�
　受付　午後１：00～１：30

１歳６ヵ月児健診� 保健センター� 母子手帳　記入済みのアンケート（すこやか手帳内）�
歯ブラシ�　平成18年6月、7月生まれ�

　 １月22日(火）�
　受付　午後１：00～１：30

わくわくあそび� 保健センター� 就学前に必要な集団遊びやリズム遊びをします�
申込みは不要、都合の良いときに参加してください�　1歳6ヵ月～未就学児と保護者�　 １月29日(火）�

　時間　午前10：00～11：00

子育てサークル�
保健センター�
（ふれあいコーナー）�

お母さんの仲間作り　ベビービクスも一緒に行います�
身長・体重測定は自由にできます�
　持ち物：母子手帳�

　平成19年4月、5月生まれ�
　 １月24日(木）�
　受付　午前10：00～10：15

母 乳 相 談�
保健センター�
（授乳室・計測室）�

相談内容は、助産師による母乳に関する相
談、乳房マッサージ、家族計画となります�
身長・体重測定もできます�
　持ち物：母子手帳、タオル3枚�

　乳幼児と親または家族�
　 １月24日(木）�
　受付　午前10：00～10：45

ポ 　 リ 　 オ � 保健センター� 母子手帳　記入済みの予診票（すこやか手帳内）�
※体温測定は接種会場で行います�　生後3ヵ月～90ヵ月未満　2回�　 １月 ９日(水）�

　受付　午後１：00～１：30

■保健センター内
健康づくり室
54ー7744

�
 �
  �
クレープ生地（４人分・1人２枚） �
小麦粉 80g �
牛乳 120cc 

ボールに入れて、よくまぜ�

卵 半分 
ホットプレートで８枚焼く�

  �
◎くるくるクレープ（４人分） �
　ドレッシング  �
マヨネーズ 大さじ１ �
酢 小さじ1/2 �
味噌 小さじ１ よくまぜる�
いりゴマ 少々 �
小エビ 少々 �
サラダ菜 ４枚 �
千切り野菜 適宜 きゅうり・人参など�
  �
・クレープに少量のドレッシングをぬる�
・野菜を手前にのせてくるくる巻いて出来上がり！ �
  �
◎他にもベビーリーフ、ソーセージ、レタス、ハムなど�
　何でも巻いてパクパク食べよう！�

親と子の食体験�親と子の食体験�親と子の食体験�
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施
設
の
休
業

年
末
年
始
の
次
の
期
間
は
、
役

場
お
よ
び
各
施
設
の
業
務
は
休
み

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
出
生
届
･

死
亡
届
･
婚
姻
届
は
休
み
中
で
も

受
付
け
て
い
ま
す
。
受
付
は
役
場

宿
日
直
が
行
い
ま
す
。

▼
役
場

12
月
29
日(

土)

〜
１
月
３
日(

木)

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
・
文
化
セ
ン
タ

ー
・
図
書
館

12
月
28
日(

金)

〜
１
月
４
日(

金)

▼
緑
地
運
動
公
園(

吉
岡
ケ
イ
マ

ン
ゴ
ル
フ
･
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
･
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ)

12
月
30
日(

日)

〜
１
月
１
日(

火)

▼
老
人
セ
ン
タ
ー

12
月
28
日(

金)

〜
１
月
４
日(

金)

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
の
営
業

よ
し
お
か
温
泉
リ
バ
ー
ト
ピ
ア

吉
岡
の
年
末
年
始
の
営
業
時
間
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12
月
31
日(

月)午
前
10
時
〜
午
後
７
時

１
月
１
日(

火)午
前
６
時
〜
午
後
６
時

※
12
月
30
日
ま
で
と
、
１
月
２
日

か
ら
は
通
常
の
営
業
時
間(

午
前

10
時
〜
午
後
９
時)

で
す
。

▼
問
合
せ
先
　
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉

岡
　
　
55
・
４
１
２
６

年
末
の
ご
み
収
集

年
末
･
年
始
の
ご
み
収
集
日
程

は
、21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
最
終
の
収
集
日

燃
え
る
ご
み

第
１
〜
７
区
　
12
月
31
日(

月)

第
８
〜
13
区
　
12
月
28
日(

金)

燃
え
な
い
ご
み

12
月
19
日(

水)

分
別
ご
み

12
月
26
日(

水)

▼
個
人
で
清
掃
セ
ン
タ
ー(

渋
川

市
五
輪
平

23
・
０
４
６
０)

に

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合

12
月
31
日(

月)

午
後
４
時
30
分
ま
で

※
１
月
１
日(

火)

〜
１
月
３
日

(

木)

は
休
業
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生
活
環
境
室

54
・
３
１
１
１（
内
線
１
４
４
）

第
48
回
全
群
馬
近
代
こ
け

し
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
募
集

本
県
の
誇
る
「
近
代
こ
け
し
」

の
品
質
・
意
匠
の
改
良
お
よ
び
技

術
の
向
上
を
図
り
、
広
く
こ
け
し

美
術
の
鑑
賞
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
【
第
１
部
】

創
作
こ
け
し
、【
第
２
部
】
新
型

こ
け
し
、【
第
３
部
】
木
地
玩
具

▼
出
品
資
格

県
内
在
住
の
こ
け

し
生
産
者
な
ど

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
事
務

局
へ
提
出

▼
申
込
期
限

12
月
28
日(

金)

▼
出
品
料

無
料

▼
審
査
会

２
月
13
日(

水)
▼
一
般
公
開

２
月
14
日(

木)

〜
18
日(

月)

県
庁
県
民
ホ
ー
ル
北
側

▼
問
合
せ
先

県
庁
観
光
国
際
課

宣
伝
物
産
グ
ル
ー
プ

０
２
７
・
２
２
６
・
３
３
８
５

自
衛
隊
生
徒
募
集

▼
試
験
期
日
お
よ
び
場
所

平
成
20
年
１
月
12
日(

土)
勢
多
会
館
（
前
橋
市
南
町
）

▼
願
書
受
付

平
成
20
年
１
月
８
日(

火)

ま
で

▼
応
募
資
格

平
成
３
年
４
月
２

日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
中
学
校

な
ど
を
卒
業(

見
込
含
む)

し
た
人
。

▼
入
隊
期
日
　
平
成
20
年
４
月
上

旬▼
処
遇

自
衛
隊
生
徒
と
し
て
入

隊
す
る
と
同
時
に
提
携
す
る
高
等

学
校
に
入
学
し
、
３
年
終
了
時
に

卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

【
初
任
給
】
１
５
２
’１
０
０
円
、

そ
の
他
期
末
勤
勉
手
当
な
ど
支
給
。

【
休
日
な
ど
】
週
休
２
日
制
、
夏
・

冬
・
春
季
に
長
期
休
暇
あ
り
。

【
衣
食
住
】
全
寮
制
で
、
生
活
に

係
る
費
用
は
無
料
で
す
。

▼
詳
細
・
問
合
せ
先

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部

前
橋
募
集
案
内
所

０
２
７
・
２
３
３
・
８
９
６
０

h
ttp
://w
w
w
.m
o
d
.go
.jp
/p

co
/gu
n
m
a/

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

葛
西
臨
海
水
族
園
と
お
台

場
マ
ッ
ス
ル
パ
ー
ク

▼
期
日

平
成
20
年
１
月
27
日(

日)
▼
行
き
先

葛
西
臨
海
水
族
園

舞
浜
サ
ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ザ
東
京

お
台
場
マ
ッ
ス
ル
パ
ー
ク

▼
参
加
対
象
者

県
内
在
住
の
母

(

父)

子
家
庭
の
母(

父)

と
子
お
よ

び
寡
婦

▼
参
加
定
員

親
子
合
わ
せ
て
１
２
０
人

▼
参
加
費

母（
父
）

３
’０
０
０
円

子
ど
も
　
２
’５
０
０
円

３
歳
未
満
の
幼
児
　
５
０
０
円

（
バ
ス
代
・
昼
食
代
・
保
険
料
）

▼
乗
車
地

館
林
市
役
所
・
太
田

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
桐
生
駅
南

口
・
伊
勢
崎
市
役
所
・
高
崎
駅
東

口
・
新
前
橋
駅
東
口
・
ら
ら
ん
藤

岡
・
渋
川
市
役
所
・
沼
田
運
動
公

園
の
う
ち
、
希
望
場
所
か
ら
乗
車

▼
申
込
期
限

平
成
20
年
１
月
10
日(

木)

必
着

▼
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
者
全
員

の
氏
名
・
年
齢
・
希
望
の
乗
車
地

を
記
入
の
う
え
左
記
の
申
込
み
・

問
合
せ
先
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

(

財)

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議

会（
〒
３
７
１-

０
８
４
３
　
前
橋

市
新
前
橋
町
１
３
‐
１
２
　
群
馬

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
３
６

募
　
集�
年
末
年
始�
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で
き
ま
す
。

▼
利
用
方
法

・
パ
ス
ポ
ー
ト
を
協
賛
店
舗
な
ど

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

・
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
県
内
全
域
の

協
賛
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

ぐ
〜
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持

つ
人
へ
）

▼
裏
面
記
入
事
項

・
裏
面
に
は
、
子
ど
も
の
名
前
と

生
ま
れ
た
年
度
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。（
妊
娠
中
の
人
は
生
ま
れ

る
予
定
の
年
度
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。）

▼
利
用
で
き
る
人

・
記
名
さ
れ
た
子
ど
も
の
家
族
に

事
業
に
賛
同
す
る
企
業
が
特
典
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。ま

た
、
本
事
業
に
協
賛
い
た
だ

け
る
店
舗
な
ど
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

制
度
内
容

▼
利
用
で
き
る
人

・
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
も
つ

家
庭

・
妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族

（
店
舗
の
特
典
内
容
に
よ
り
異
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
特
典
内
容

代
金
割
引
、
ポ
イ
ン
ト
追
加
、

無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
各
協
賛
店

舗
な
ど
で
設
定
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
特
典
は
、
協
賛
店
舗

な
ど
の
厚
意
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

も
の
で
す
。

※
協
賛
店
舗
・
特
典
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

ぐ
ん
ま
子
育
て
応
援
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
（h

ttp
://ko

d
o
m
o
.p
r

ef.gu
n
m
a.jp

）
に
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
用
サ
イ
ト

h
ttp
://ko

d
o
m
o
.p

ref.gu
n
m
a.jp
/k/

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
機
種
の
場
合
、

右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ

パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

県
と
吉
岡
町
で
は
、
す
べ
て
の

子
育
て
家
庭
を
地
域
、
企
業
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
応
援
す
る
た

め
「
ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ

ス
ポ
ー
ト
事
業
」
を
開
始
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
家
庭
と
妊
娠
中
の
人
を

対
象
に
あ
ら
か
じ
め
配
付
し
た

「
ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ
ス

ポ
ー
ト
（
略
称：

ぐ
ー
ち
ょ
き
パ

ス
ポ
ー
ト
）」
の
提
示
に
よ
り
、
本

限
り
ま
す
。

・
第
三
者
に
譲
渡
、
貸
与
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
有
効
期
限

・
平
成
22
年
３
月
31
日
（
上
記
の

日
以
前
に
対
象
と
な
る
子
ど
も
が

中
学
校
を
卒
業
し
た
場
合
は
、
そ

の
時
点
で
無
効
と
な
り
ま
す
）
役

場
健
康
福
祉
課
福
祉
室
ま
で
カ
ー

ド
を
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ス
ポ
ー
ト
の
配
布

・
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

園
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る

家
庭
に
は
、
各
学
校
な
ど
を
通
じ

て
配
付
し
ま
し
た
。

・
在
宅
の
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
な

ど
は
、
健
診
の
際
や
役
場
健
康
福

■児童館

３日（月）�

４日（火）�

11日（火）�

25日（火）�

12月� 午後  ４:00～�

午前 10:30～�

午前 10:30～�

午前 10:30～�

午後  ４:00～�

■年末・年始の休館�
12月28日（金）～１月４日（金）�

■開館時間�
月～金曜日　午前10時～午後５時�
土曜日　　　午前10時～午後３時�

★英語あそび　午前 10時30分～�
　12月７日（金）・14日（金）・21日（金）�

クリスマスの飾りつけ�

０、１才児あつまれ！�

２、３才児あつまれ！�

ねこの手ジュニア�
「読み聞かせ会」�

雑巾がけレース�

お
知
ら
せ�

母
子
家
庭
な
ど
の
就
業

支
援
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
講
座
中
級
編

▼
期
日

平
成
20
年
１
月
20
日
〜

３
月
９
日
（
日
曜
日
、
全
８
回
）

▼
場
所

中
央
総
合
学
院

(

前
橋
市
古
市
町
１
‐
４
９
‐
１)

▼
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
内
容

ｗ
ｏ
ｒ
ｄ(

20
時
間)

、

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
（
20
時
間
）

パ
ソ
コ
ン
操
作
中
級
程
度

▼
対
象

県
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
お
よ
び
寡
婦

▼
定
員

20
人

▼
費
用

４
’２
０
０
円(

資
料
代)

▼
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

希
望
講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
母
子
家

庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の
別
を
記
入
。

▼
申
込
期
限

平
成
20
年
１
月
７
日(

月)

必
着

▼
申
込
・
問
合
せ
先

（財）
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

〒
３
７
１
‐
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町
１
３
‐
１
２

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
３
６

講
習
会�

←
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内　　　科� 外　　　科� 耳　鼻　科� 歯　　　科�

９�

16�

23�

24�

29�

30�

31

12

月�日�
奈良内科医院�
  渋川（旧東町）�
25-1155

大谷内科クリニック�
中　村�
20-1881

大井内科クリニック�
吉岡町北下�
30-5575

西沢医院�
  渋川（旧入沢）�
22-2324

佐藤医院�
吉岡町下野田�
54-2756

厚成医院�
石　原�
22-1060

湯浅内科クリニック�
  渋川（旧辰巳町）�

20-1311

船曳医院�
  中郷（旧子持村）�

53-2530

痛みのクリニック 長谷川医院�
吉岡町大久保�
30-5055

本沢医院�
石　原�
23-6411

菊地医院�
榛東村山子田�
54-3346

川島内科クリニック�
  渋川（旧長塚町）�

23-2001

赤城開成クリニック�
赤城町三原田�
20-6500

伊香保クリニック�
伊香保町�
72-4114

とまるクリニック�
金　井�
26-7711

桜井医院�
  渋川（旧東町）�
22-2360

森　医　院�
石　原�
23-8733

北條外科胃腸科医院�
吉岡町大久保�
54-6870

宮下外科胃腸科医院�
  渋川（旧上郷）�
23-3021

井野整形外科リハビリ内科�
吉岡町南下�
30-5255

高井医院�
  渋川（旧下之町）�

22-0076

関口病院�
  渋川（旧辰巳町）�

22-2378

オカ歯科医院�
  渋川（旧南町）�
23-5315

あかぎ歯科医院�
赤城町津久田�
20-6522

こぶな歯科医院�
  渋川（旧大石）�
22-4939

エース歯科�
吉岡町大久保�
55-1181

星野歯科クリニック�
行幸田�
22-0232

たきざわ歯科医院�
吉岡町大久保�
55-6480

さくら歯科�
吉岡町大久保�
30-6333

iモード検索�
http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm

※変更になっている場合がありますので、医院へ確認してからお出かけください。 ※耳鼻科は診療時間が正午までです。�

平成19年12月分�■休日当番医

◎渋川地区消防本部救急病院等案内テレホンサービス　 23-0099 ◎夜間急患診療所（午後７時～午後11時 年中無休） 23-8899
◎「医療情報検索システム」をご利用ください。 パソコンhttp://search.gunma.med.or.jp/gen/ iモードhttp://search.gunma.med.or.jp /imode/

祉
課
福
祉
室
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

協
賛
店
舗
の
募
集

（
店
舗
な
ど
を
経
営
さ
れ
て
い
る

人
へ
）

▼
協
賛
の
内
容

・
ぐ
〜
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提

示
し
た
お
客
様
に
、
特
典
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
ま
す
。

・
特
典
内
容
は
代
金
割
引
、
ポ
イ

ン
ト
追
加
、無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

協
賛
店
舗
な
ど
で
自
由
に
決
め
て

も
ら
い
ま
す
。

▼
協
賛
申
込
み
の
手
続
き

・
役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室
に
備

え
付
け
の
協
賛
申
込
書
に
必
要
事

項
（
店
舗
な
ど
の
名
称
、
連
絡
先
、

特
典
内
容
、
宣
伝
な
ど
）
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
協
賛
申
込
書
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
ぐ
ん
ま
子
育
て
応
援
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
印
刷
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
協
賛
ス
テ
ッ
カ
ー

協
賛
店
舗
に
配
付
さ
れ
る
ス
テ

ッ
カ
ー
を
店
頭
に
掲
示
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

群
馬
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
課

こ
ど
も
未
来
室

０
２
７
・
２
２
６
・
２
５
２
５

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

54
・
３
１
１
１（
内
線
１
５
３
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
お

子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
必
要
と
す

る
人
に
、
教
育
貸
付
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
ご
利
用
を
お
考
え
の

人
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
２

０
０
万
円
以
内

▼
返
済
期
間

10
年
以
内(

交
通

遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
人

に
つ
い
て
は
、
１
年
の
延
長
が
可

能
で
す
。)

▼
据
置
期
間

在
学
期
間
内
で
元

金
の
返
済
を
据
置
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
保
証

（財）
教
育
資
金
融
資
保
証

基
金
、
ま
た
は
連
帯
保
証
人(

１

人
以
上)

▼
問
合
せ
先

国
民
生
活
金
融
公

庫
高
崎
支
店
融
資
相
談
係

(

高
崎
市
連
雀
町
８
１

日
本
生
命

ビ
ル
５
階)

０
２
７
・
３
２
６
・
１
６
２
１

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

〜
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
〜

▼
期
日

12
月
16
日
（
日
）

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場

県
庁（
前
橋
市
大
手
町
）

▼
内
容

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
、

面
接
ま
た
は
電
話
に
て
多
重
債
務

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
費
用

無
料

▼
申
込
方
法

電
話
予
約
の
上
、

直
接

▼
申
込
先

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
７
・
２
２
３
・
３
０
０
１

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

※
16
日
だ
け
電
話
番
号
が
変
わ
り

ま
す
。(

受
付
け
は
午
後
３
時
ま

で)
０
２
７
・
２
２
６
・
２
２
７
３

▼
そ
の
他

電
話
で
の
相
談
も
受

付
け
ま
す

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
専
用
番
号

０
２
７
・
２
２
３
・
０
３
１
６

▼
問
合
せ
先

県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー

０
２
７
・
２
２
６
・
２
２
７
３
　

０
２
７
・
２
２
３
・
２
９
４
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平成19年�
11月１日�

人口�

男�

女�

世帯�

18,796人�

9,282人�

9,514人�

6,192戸�

（＋31）�

（＋18）�

（＋13）�

（＋24）�

（　）は前月との増減数�

吉岡町�渋川署管内�

発生件数�

死者数�

傷者数�

202件�

０人�

261人�

929件�

３人�

1,235人�

平成19年１月１日～10月末日�

■まちの電話帳

■人の動き

■交通事故

役　　　場…………54‐3111�
保健センター………54‐7744�
教育委員会………54‐0044�
文化センター………54‐1161�
図　書　館…………54‐6767�
児　童　館…………20‐5960�
老人福祉センター…54‐3603�
リバートピア吉岡…55‐4126�
緑 地 運 動 公 園…54‐1221
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■12月のごみ収集

西部地区 第１区～７区� 東部地区 第８区～13区�

月曜日�
12月３日・10日・17日・24日�
・31日　 １月７日�

火曜日�
12月４日・11日・18日・25日�
 １月８日�

木曜日�
12月 ６日・13日・20日・27日�
 １月10日�

金曜日�
12月７日・14日・21日・28日�
 １月４日�

燃える�
ごみ�

※月曜日は祝日でも、ゴミの収集をします。※ゴミを出すときは、指定袋で決めら�
れた日の朝８時までに決められた場所へ出してください。�

カートリッジガスボンベ・スプレー缶などは、必ず穴をあけて出してください。�

収集するゴミ／ビン類（無色透明ビン・茶色ビン・その他のビン）、ペットボトル�
※キャップは、はずし洗って出してください。�
※割れビンは不燃ごみに出してください。�

家電リサイクル法によりエアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機は回収しません。�
パソコンリサイクル法によりパソコンは回収しません。�

水曜日�12月５日・19日　１月16日�

水曜日�12月12日・26日　１月９日�

水曜日�１月16日�
午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30

児童館（10区）�
陣場集落センター（７区）�

燃えない�
ごみ�

分別ごみ�

粗大ごみ�

振�
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12日（水）開　会（提案、質疑）�
18日（火）再　会・最終日�
　　　　 （一般質問、討論、表決）�1212
問合せ先  議会事務局�
　　　　　  54・3111（内線300）�

　手続きは簡単です。本会議の当日、傍聴人受付簿に住所・�
氏名を記入してください。�

※日程が変更になる場合もあります。�



vol.201
発　行：吉岡町役場　　編　集：総務政策課　　群馬県北群馬郡吉岡町下野田560番地　　　0279（54）3111（代表） FAX 0279（54）8681
URL http://www.town.yoshioka.gunma.jp
印　刷：松本印刷工業株式会社

宮田　この葉 ちゃん�平成19年２月７日生まれ�
学さん 孝子さんの長女（第９区）�

は�

※このコーナーでは、２歳以下のお子さんを紹介し�
　ます。写真とメッセージを添え総務政策課庶務行�
　政室までお寄せください。�

・メッセージ�
笑顔のかわいい　こうちゃん♪�

大好きだよ☆�
元気に大きく育ってね!!

活動日 毎週水曜日
時　間 午後７時30分～９時30分
場　所 コミュニティーセンター 和室
会員数 13人
代表者 斉藤　寿美江さん　　54-6197

吉岡町緑銭会は、町内外の福祉施設や病院などに出向

き、ボランティアで銭太鼓踊りを行っています。

毎週水曜日に、コミュニティーセンターで西崎緑初先

生のご指導をいただき、みんな楽しく練習をしています。

銭太鼓踊りに興味をお持ちの方、ぜひご連絡ください。

講師の八峠先生（渋川市）指導の下、日本画の学習を
行っています。描くことの喜びと苦しみを感じながら、
少しでも自分らしい絵が描けるよう、精進しています。
また、美術館や各地の展覧会を巡りながら親交を深めて
います。発表の場として文化祭、県展、会の作品展など
があります。日本画に興味をお持ちの方、ぜひお待ちし
ています。

活動日 月に２回（土曜日）
時　間 午後１時30分～４時
場　所 文化センター
会員数 10人
代表者 山口　信子さん　　54-4914

東雲
しののめ

会（日本画）吉岡町緑銭会


